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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月1日(2017.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸の周りに配置され、トリガ部材の開口およびトリガ部材の突起部を有するトリガ部材
、および
　　薬剤容器から薬剤を発射するために前記薬剤容器を加圧するように構成されたラムを
有するラム組立体であって、前記トリガ部材が発射前状態にあるときに前記トリガ部材の
開口に係合するように構成されたトリガ係合部材をさらに有するラム組立体
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　を含むトリガ機構と、
　前記薬剤を発射するために前記ラムに力を加えるように前記ラムに関連付けられるエネ
ルギー源と、
　前記トリガ部材の突起部に係合されるガード開口を有する発射開始部材を有するユーザ
操作可能なガードであって、前記発射開始部材は前記発射前状態から発射状態へ近位方向
に前記トリガ部材の軸方向移動を引き起こすように操作可能であり、前記発射状態では前
記トリガ係合部材が前記トリガ部材の開口から係合解除されることで前記エネルギー源が
前記ラムを始動することが可能になる、前記ガードと
　を備える注射器。
【請求項２】
　注射器ハウジングをさらに備え、
　前記発射開始部材は、前記注射器の遠位端に配置された皮膚接触部材を含み、前記皮膚
接触部材は前記注射器の前記遠位端において前記皮膚接触部材に力が加えられたときに前
記ハウジングに対して近位方向に移動可能であり、
　前記発射開始部材は、前記トリガ部材に関連付けられ、前記皮膚接触部材の前記ハウジ
ングに対する近位方向の移動の際に、前記発射前状態から前記発射状態へ近位方向に前記
トリガ部材の軸方向移動を引き起こすように構成される、請求項１に記載の注射器。
【請求項３】
　前記皮膚接触部材は、前記ガードに連結され、前記ガードは引込み可能であり、かつ前
記皮膚接触部材の近位方向の移動の際に前記薬剤容器に接続された針を露出するように構
成される、請求項２に記載の注射器。
【請求項４】
　前記針は、前記ラムが発射されるとき、前記薬剤容器から発射される薬剤を注射するた
めに前記薬剤容器に流体連通する、請求項３に記載の注射器。
【請求項５】
　前記エネルギー源は、約９０ｐｓｉ以上約６００ｐｓｉ以下で前記薬剤を加圧するよう
に構成される、請求項１に記載の注射器。
【請求項６】
　前記エネルギー源および前記針は、前記針内で約１００ｃｍ／ｓｅｃと約１，０００ｃ
ｍ／ｓｅｃの平均速度で前記薬剤を注射するように構成される、請求項１に記載の注射器
。
【請求項７】
　端部キャップをさらに備え、前記端部キャップは、発射前の状態において前記エネルギ
ー源の動作に対抗して前記ラム組立体を軸方向について近位位置に保持するラム保持部材
を備える、請求項１に記載の注射器。
【請求項８】
　前記ラム保持部材は、前記トリガ係合部材を係合させることで、前記発射前の状態にお
いて前記エネルギー源の動作に対抗して前記ラム組立体を軸方向について前記近位位置に
保持する、請求項７に記載の注射器。
【請求項９】
　前記軸と、前記ラム保持部材および前記トリガ係合部材の接触面とによって規定される
ラッチ保持角度をさらに備える、請求項８に記載の注射器。
【請求項１０】
　前記ラッチ保持角度は、約３５°と約４５°との間である、請求項９に記載の注射器。
【請求項１１】
　前記ラッチ保持角度は、約７５°と約８５°との間である、請求項９に記載の注射器。
【請求項１２】
　前記発射状態において、前記ラム組立体が前記トリガ係合部材の開口から解放され、前
記エネルギー源が前記トリガ係合部材と前記ラム保持部材との間の係合を克服する、請求
項８に記載の注射器。
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【請求項１３】
　前記ラム保持部材は突出部を含み、前記突出部は前記トリガ係合部材に係合するように
なっている膨張部および溝を含み、
　前記トリガ部材の前記開口は、前記発射前状態において、前記膨張部および前記溝を含
む前記トリガ係合部材との係合を保持する、請求項８に記載の注射器。
【請求項１４】
　注射中に前記薬剤容器を保持するように構成された容器支持体をさらに備え、
　前記ラム組立体は、注射後に前記注射器をロックアウトするために前記容器支持体に係
合するように構成される、請求項１に記載の注射器。
【請求項１５】
　前記注射器がロックアウトされたときに、前記ユーザ操作可能なガードの近位方向の移
動が、前記ラム組立体によってブロックされる、請求項１４に記載の注射器。
【請求項１６】
　発射前色域が視認可能が、前記発車状態での注射器の外側から視認可能であり、前記注
射器が更に、
　窓を有するハウジングと、
　前記発射前色域には存在しない指示色を有するインジケータとを備え、
　前記指示色は、前記発車前状態では前記ハウジング内で見えないように隠され、前記発
射状態では指示色が発射状態であることを表示するために注射器の外側から窓を通して視
認可能できる、
　請求項１に記載の注射器。
【請求項１７】
　前記ラム組立体は、インジケータを有する、請求項１６に記載の注射器。
【請求項１８】
　前記ラム組立体は、発射状態において窓を完全に塞ぐ、請求項１７に記載の注射器。
【請求項１９】
　前記薬剤はアンドロゲンを含む、請求項１に記載の注射器。
【請求項２０】
　前記アンドロゲンは、テストステロンまたはその誘導体もしくはエステルを含む、請求
項１９に記載の注射器。
【請求項２１】
　前記アンドロゲンは、シピオン酸テストステロンを含む、請求項２０に記載の注射器。
【請求項２２】
　前記アンドロゲンは、エナント酸テストステロンを含む、請求項２０に記載の注射器。
【請求項２３】
　前記薬剤はミダゾラムを有する、請求項１に記載の注射器。
【請求項２４】
　前記発射開始部材の開口は、前記トリガ部材の突起部に摺動可能に係合される、請求項
１に記載の注射器。
【請求項２５】
　前記ラム組立体は、一体構造である、請求項１に記載の注射器。
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